
大
津
京
遷
都
一
三
五
〇
年
記
念
行
事

近
江
神
宮
の
御
祭
神
・
天
智
天
皇
の
六
年

（
西
暦
六
六
七
年
）
三
月
十
九
日
、
近
江
大

津
宮
に
遷
都
さ
れ
て
か
ら
満
一
三
五
〇
年
に

あ
た
る
本
年
、
三
月
十
九
日
を
太
陽
暦
に
置

き
換
え
た
四
月
二
十
日
の
例
祭
に
は
そ
の
由

が
奏
上
さ
れ
、
昭
和
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ

た
る
四
月
二
十
九
日
に
は
一
三
五
〇
年
奉
祝

祭
と
記

念
行
事

が
開
催

さ
れ
ま

し
た
。

午
後
一
時
よ
り
奉
祝
祭
、
午
後
二
時
よ

り
、
降
雨
に
よ
り
急
遽
中
庭
よ
り
外
拝
殿

に
移
し
て
、
雅
楽
団
体
・
奏
和
会
に
よ
る

管
弦
と
舞
楽
・
蘭
陵
王
の
奉
納
、
同
刻
に

近
江
勧
学
館
で
中
曽
根
語
良
氏
（
昭
和
聖

徳
記
念
財
団
理
事
）
の
講
演
会
（
「
天
智

天
皇
と
昭
和
天
皇
」
）
、
午
後
三
時
四
十

五
分
よ
り
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
。

コ
ン
サ
ー
ト
の

第
一
部
は
「
神

の
宮
～
琵
琶
湖

へ
の
祈
り
」
と

題
し
、
佐
藤
宮

司
の
龍
笛
、
フ

ル
ー
ト
・
よ
し

笛
・
ピ
ア
ノ
・

声
楽
に
よ
る
創

作
音
楽
、
第
二
部
は
「
大
津
京
の
道
実
行
委
員

会
」
関
係
者
に
よ
る
音
楽
劇
の
声
楽
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
「
大
津
京
幻
想
～
い
に
し
え
か
ら
未
来

へ
」
。
そ
の
後
は
ジ
ャ
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
し

て
、
第
三
部
は
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
、
第
四
部
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る

中
井
勉
ト
リ
オ
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
コ
ン

サ
ー
ト
部
分
は
三
千
円
の
有
料
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
二
〇
〇
名
前
後
の
参
列
・
観
衆
が
集
ま

り
、
大
津
京
を
偲
ぶ
一
夕
と
な
り
ま
し
た
。

『
近
江
神
宮
御
造
営
絵
巻
』
『
近
江
神
宮
御
神
徳
絵
巻
』

昭
和
十
九
年
四
月
、
近
江
神
宮
奉
賛
会
副
会
長
を
務
め
た
下
郷
傳
平
氏
（
長

浜
町
長
・
貴
族
院
議
員
な
ど
歴
任
）
か
ら
『
近
江
神
宮
御
造
営
絵
巻
』
乾
・
坤

二
巻
、
『
近
江
神
宮
御
神
徳
絵
巻
』
一
巻
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
御
造
営
の
奉

賛
、
奉
賛
会
副
会
長
と
し
て
の
報
恩
、
金
婚
の
記
念
に
と
、
夫
人
と
連
名
で
奉

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
版
第
二
十
八
号

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日

本
年
の
日
供
神
饌
講
講
社
大
祭
・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
愛
知
県

講
元
講
員
の
皆
様
に
よ
り
大
膳
職
以
下
所
役
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
、
賑

々
し
く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。



納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
日
本
画
家
・
久
保
田
金

僊
（
き
ん
せ
ん
）
画
伯
の
筆
に
な
る
も
の
で
、

御
造
営
絵

巻
に
は
、

鎮
座
地
決

定
か
ら
地

鎮
祭
以
後

の
建
築
祭

儀
、
竣
工

・
奉
祝
の

様
子
、
御

神
徳
絵
巻
に
は
、
中
大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌

足
と
の
出
会
い
、
大
化
の
改
新
、
大
津
宮

遷
都
、
即
位
式
典
、
崇
福
寺
建
立
、
と
い

っ
た
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
久
保
田
金

僊
は
明
治
か
ら
昭
和
の
日
本
画
家
で
、
近

江
神
宮
の
表
玄
関
に
も
同
画
伯
の
筆
に
な

る
「
悠
久

の
舞
」
の

描
か
れ
た

衝
立
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

近
江
神
宮
オ
リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
帳

近
年
御
朱
印
ブ
ー
ム
と
い
わ
れ
、
各
地
の
社

寺
で
は
朱
印
帳
を
持
っ
て
御
朱
印
を
求
め
る
参

拝
者
が
非
常
に
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
近

江
神
宮
で
は
、
か
ね
て
か
ら
社
紋
と
近
江
神
宮

の
文
字
を
箔
押
し
し
た
朱
印
帳
を
授
与
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
新
た
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
朱
印
帳
を
製
作
し
、
授
与
を
開
始

し
ま
し
た
。
全
体
が
桜
色
の
織
物
の
な
か
に
「
御
朱
印
帳
」
の
文
字
と
裏
表
紙

に
は
朱
印
の
形
が
金
襴
で
刺
繍
さ
れ
、
桜
さ
ざ
波
の
社
紋
が
縫
い
込
ま
れ
、
ビ

ニ
ー
ル
カ
バ
ー
で
包
ん
で
あ
り
ま
す
。
朱
印
料
込
み
で
一
八
〇
〇
円
で
す
。
従

来
の
も
の
も
当
面
授
与
し
て
い
ま
す
。
（
こ
ち
ら
は
一
三
〇
〇
円
）

民
謡
・
踊
り
の
祭
典
・
江
州
音
頭
大
会

六
月
四
日
（
日
）
恒
例
の
流
鏑
馬
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
同
日
、
滋
賀
県
江
州
音
頭
普
及
会

の
主
催
に
よ
り
、
第
一
回
日
本
の
民
謡
・
民

舞
の
祭
典
「
江
州
音
頭
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

十
五
団
体
六
十
名
に
よ
る
江
州
音
頭
の
ほ
か
、

各
地
の
民
謡
民
舞
に
よ
る
歌
と
踊
り
が
終
日

賑
や
か
な
歌
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ

ー
レ
は
三
井
寺
の
僧
侶
九
人
に
よ
る
声
明
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
後
半
の
祭
典
行
事

七
月
七
日
午
前
十
一
時

燃
水
祭

七
月
二
十
二
・
二
十
三
日

全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
選
手
権
大
会

八
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時

弘
文
天
皇
祭

八
月
二
十
七
日
午
後
一
時

献
書
祭
（
全
国
献
書
大
会
表
彰
式
）

十
一
月
七
日
午
前
十
一
時

御
鎮
座
記
念
祭

十
二
月
一
日
午
前
十
時

初
穂
講
大
祭

講
社
通
信
は
近
江
神
宮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
。
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「
日
供
神
饌
講
」
ペ
ー
ジ


